
乗用車のドライビングポジション（写真上）と2列目「Vスライドキャプテンシート」（写真下）を実現した

文／まるも  亜希子（カーライフ・ジャーナリスト）　写真／折原  弘之  JADE HYBRID X
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ジェ
イ
ド　「Multi Surprising」をグランドコンセプトに、セダンでもミニバンでもない、新しい乗用車を創造すること。それは、

クルマが備えている本質的な価値である、Emotional（スタイリングや走り）と Functional（居住性や使い勝手）

を高次元で融合することの徹底追求だったという。かつて、オデッセイの創造によってファミリーカーの常識を変え

たり、センタータンクレイアウトの創造でコンパクトカーの使い勝手を飛躍的に向上したり、数々の新しい価値を生

み出してきた Honda ならではの発想と技術力。ジェイドは、そんな Honda だからこそ実現できた、ミニバンなみ

の居住性と使い勝手をセダンなみの低全高で実現し、上質で低燃費な走りを備えたまったく新しい乗用車だ。現代

の様々なライフスタイルに応えるとともに、所有する歓びと満足感をしっかり感じさせてくれる 1 台になっている。

クラストップの低燃費

※JC08モード燃費（HYBRID）

25.0km/ℓ

ホワイトオーキッド・パール

スーパープラチナ・メタリック（3コート）※モダンスティール・メタリック

プレミアムディープロッソ・パール※ プレミアムブルーオパール・メタリックマンダリンゴールド・メタリック※

クリスタルブラック・パール

※HYBRID Xに設定。

ホンダ　ジェイド特集号（4）

ジェイド

　つくり手のこだわりがすべてに貫かれたジェイドに、所有する誇りとユーザ

ーの個性をプラスする。そんな想いで数々のアクセサリーを用意しているホン

ダアクセス。エクステリアでは、スポーティ& エレガンスを叶えるフロントグリ

ル、LED フォグライトや 18 インチアルミホイールなどでトータルコーディネ

ートが可能となる。インテリアでは、センターコンソールイルミネーションをはじ

め、光で空間を演出するアイテムがそろう。また、ラゲッジの使い勝手をさら

に向上するラゲッジトレイといった収納アイテムも豊富だ。そして無限からは、

「ADVANCED & POWERFULL」をコンセプトとして、スポーティかつ先

進装備にも対応したパーツが発売された。精悍さと迫力を添えるフロント・サ

イド・リアアンダースポイラーに加え、Honda SENSING 対応のフロントス

ポーツグリルやウイングスポイラー、高い排気効率と消音性能を両立したデュ

アルサイレンサーや、車高がマイナス 20mm となるスポーツサスペンション

など、無限ならではの幅広いラインアップとなっている。

サスペンション
アクセサリー装着車

スポーツペダル

テールゲートスポイラー

ラゲッジトレイ

リア席モニター装着イメージインテリアイルミネーションイメージ

電動機(モーター)最高出力（kW<PS>/rpm）

電動機(モーター)最大トルク (N･m<kgf･m>/rpm)

エンジン最高出力（kW<PS>/rpm）

エンジン最大トルク (N･m<kgf･m>/rpm)

駆動方式

タイプ

車名

車両重量（kg）

1,545/1,540 1,535/1,530

205/60R16 92H 215/50R17 91V

FF

25.0 24.2

７速オートマチック

4,650/1,775/1,530

LEB/ 水冷直列 4 気筒横置

2,850/1,505/1,230

無鉛レギュラーガソリン

1.496

40

96<131>/6,600

H1/ 交流同期電動機

155<15.8>/4,600

22<29.5>/1,313‐2,000

160＜16.3＞/0‐1,313

リチウムイオン電池 /48

ラック・ピニオン式 ( 電動パワーステアリング仕様 )

油圧式ベンチレーテッドディスク / 油圧式ディスク（ドラム駐車ブレーキ内蔵）

マクファーソン式 / ダブルウイッシュボーン式

1,510

6

140

2,760

5.5

HONDA  JADE 主要諸元表
HYBRID HYBRID X

トレッド（mm） 前 / 後

最低地上高（mm）

最小回転半径（m）

動力用主電池　種類 / 個数

JC08 モード走行燃料消費率（km/ℓ）

乗車定員（名）

サスペンション方式 ( 前 / 後 )

ブレーキの種類・形式 ( 前 / 後 )

ステアリング装置形式

タイヤサイズ

燃料タンク容量（ℓ）

エンジン総排気量（ℓ）

エンジン型式 / 種類

使用燃料種類

電動機(モーター) 型式 / 種類 

全長（mm）/ 全幅（mm）/ 全高（mm）

トランスミッション 

客室内寸法（mm） 長さ / 幅 / 高さ

ホイールベース（mm）

燃料消費率は定められた試験条件での値です。お客様の使用環境（気象、渋滞等）や運転方法（急発進、エアコン使用等）に応じて燃料消費率は異なります。
お問い合わせ、ご相談はお近くのホンダカーズまで。

ジェイドの魅力を引き出す
純正アクセサリー

SAMPLE



ホンダ　ジェイド特集号（2）

　走る・曲がる・止まるという基本性能から、居住性や静

粛性、取り回し視界といったクルマに求められる要素を高

次元でバランスさせるため、スムーズな骨格を目指したと

いうジェイド。各部板厚の最適化や結合強度の向上など

を行うとともに、大きな開口部を持つボディタイプの特性

を考慮し、強度を確保する二重環状骨格を採用するなど

様々な技術を取り入れている。またパワーユニットには、

1.5L 直噴 DOHC i-VTEC エンジンと高出力モーター内

蔵 7 速 DCT（デュアル・クラッチ・トランスミッション）に、

高性能リチウムイオンバッテリーを内蔵した IPU からなる

SPORT HYBRID i-DCD を搭載。モーターのみの EV

ドライブモードをはじめ、加速時にはモーターとエンジン

の両方を使うハイブリッドドライブモード、高速走行などで

のエンジンドライブモードと走行状況に応じた走りができ、

25.0km/ℓ（JC08 モード）の低燃費を実現している。

パワーユニットと基本骨格

エクステリア
　「Light & Solid」をテーマに、フェザーのように軽

快なキャビンを、しっかりとした足まわりが支えているよ

うなフォルムを目指したのがジェイドのエクステリアデザ

イン。軽快・爽快と、力強さ・堅剛さと、それぞれ相反

する要素を融合させるために、線や面の使い方、造形

やディテールの工夫などで理想的なフォルムを生み出し

ている。具体的には、Honda のデザインアイデンティ

ティである「Exciting H Design」を取り入れて、塊

の中にシャープなスリットを入れたようなシンプルかつ

精悍なフロントマスク。ヘッドライトのロービームには

LED プロジェクターを採用し、上質感をプラスしている。

そしてセダンのような低全高を生かし、なめらかなルー

フラインと力強いフェンダーラインで印象的なサイドビ

ュー。16 インチと 17 インチで、異なる個性を表現し

たホイールもポイントだ。

　乗員を守るのはもちろん、歩行者の検知を可能とし

た安全運転支援システム「Honda SENSING」をはじ

め、クラスを超えた安全性能が備わるのもジェイドの大

きな特徴だ。Honda SENSING は、ミリ波レーダーと

単眼カメラで前方車両や障害物、歩行者を検知し、衝

突軽減ブレーキや路外逸脱抑制機能、LKAS（車線維

持支援システム）、標識認識機能や ACC（アダプティブ・

クルーズ・コントロール）といった先進技術で、より高

い安心感をもたらしてくれる。

ホンダセンシング

Emotional

それは、セダンでもミニバンでもない。これからの時代に、ふさわしいクルマ。

テールランプとストップランプにLEDを採用

特性の異なる2種類のセンサーで構成された「Honda SENSING」

ベルトラインを下げることで、低全高を強調

ワイドで塊感のあるフロント

17インチアルミホイール上質な走りと低燃費を実現

安全装備スイッチ ダブルウイッシュボーン・リアサスペンション

　運転中のうっかりミスや、死角による見落としなどをな

くして「見える安心」を届けてくれる安全装備が、Lane 

Watch。助手席側ドアミラーに装備したカメラの画像を

ナビ画面に表示し、車線変更や高速道路の合流、左折時

などの死角をサポートする。約80°まで視野が広がること

で、3車線以上の道路でも他車を認識することができる。

また、リアワイドカメラからの映像で、バックで出庫する際

に見えにくい側方からの接近車両を検知。バック時の危険

を軽減する後退出庫サポートも用意されている。さらに、

1列目シート用のi-サイドエアバッグシステムに加え、1・2

列目からリアクォーターガラスまでをカバーするサイドカ

ーテンエアバッグは全車に標準装備。頭部衝撃保護インテ

リアとともに、全席の乗員保護性能を追求している。

LaneWatchと安全装備

広い視角をゆがみなく確認ドアミラー外側のカメラ

作動スイッチ

立体駐車場に対応する低全高
乗用車感覚のドライビングシート

（3）ホンダ　ジェイド特集号

Functional

マルチサプライズパッケージ
　全長 4650mm、全幅 1775mm、全高1530mm

と、市街地でも扱いやすいボディサイズに抑えながら、

室内には 3 列シートを配置しているジェイド。どの席に

座っても快適に過ごせるのは、1 列目・2 列目・3 列目（荷

室空間）をそれぞれ独立したゾーンと考え、それぞれ

の空間に求められる機能や質を実現しているからだ。例

えば 1 列目は、「爽快なドライビングゾーン」。走行安

定感や路面からの手応えを感じられる、セダン同様のド

ライビングポジションを追求したほか、視界を遮るもの

を極力排除することで見晴らしの良さを実現し、車線変

更や車庫入れの際にもスムーズなドライビングができる

ようになっている。そして 2 列目は「くつろぎのリム

ジンゾーン」。広々とした足元空間を叶えるため、

最大限のスライド量が確保できる V スライドキャ

プテンシートを新開発し、驚くほどのリムジン空

間を実現した。また着座姿勢を低くしたことで、

ソファでくつろぐ感覚が味わえるシートとなっ

ている。3 列目は「多彩に使えるマルチフレ

ックスゾーン」。ハイブリッドシステムの一部

をセンターコンソールに配置し、3 列目シー

トと荷室のゆとりを十分に確保した。大人で

もしっかり座れるほか、5:5 分割で床下格納もでき、目

的に応じて自在に空間をアレンジすることができる。

それは、セダンでもミニバンでもない。これからの時代に、ふさわしいクルマ。

インテリア
　自然に感じられるキャビンの上質感と、先進性のある機能性

や操作性を追求した、「Natural & Advance」がテーマのイ

ンテリア。インパネには軽快な左右対称の広がりを演出し、上

部に配置したメーターが造る平面から、助手席まで大胆に続く

木目加飾パネルが上質な家具のような印象を与えている。コ

クピットには、Honda インテリアデザインの思想である「瞬

間認知」「直感操作」を徹底追求。メーターなどの情報伝達

系は上部に、オーディオスイッチなどの操作系はセンターパネ

ルに集中配置し、操作性と先進性を両立している。またキャビ

ンでは、1 列目は大らかな広がりを感じさせる豊かな空間とし

つつ、スポーティ感とホールド感のあるバケット風シートを採

用。2 列目では、固定タイプのアームレストを持つキャプテン

シートで、まるでソファのようなくつろぎを実現している。

大人が座れる3列目シート くつろぎの2列目シート

センターパネルシフトレバー USBジャック ドアライニングデザイン

カップホルダーメーターデザイン

3列目は荷室空間にもVスライドキャプテンシートのイメージ

　もし、ライフステージやライフスタイルに左右されずに選べるクルマがあったら、より豊かで深みの
あるカーライフを楽しめるのではないだろうか。そんな想いから、ジェイドの開発はスタートしました。
幅広い世代に受け入れてもらいながら、ひとりひとりの嗜好性にも響くクルマとして、セダンでもミニバンでもない新しい
乗用車としてジェイドを創造したつもりです。Hondaのクルマづくりの基本思想である、人のためのスペースは最大限に、
メカニズムは最小にというパッケージング技術をはじめ、スタイリッシュなフォルムや上質で高いユーティリティを持つインテ
リア、先進の安全性能などをすべて詰め込んだジェイドを、幅広い方にご支持いただけたら嬉しく思います。

印南 泰孝さん
（株）本田技術研究所 主任研究員
ジェイド 開発責任者Engineer's VoiceEngineer's Voice
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